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連結子会社間の吸収合併に関するお知らせ 

 

 当社は、本日開催の取締役会において、下記の通り、当社連結子会社である株式会社力の源カンパニ

ー（以下、「ＣＭＣ」といいます。）と株式会社力の源パートナーズ（以下、「ＣＭＰ」といいます。）

の吸収合併（ＣＭＣを存続会社とする吸収合併）について決議いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記  

 

１. 合併の目的 

ＣＭＣは、国内店舗運営事業を主たる事業として行っております。一方、ＣＭＰは、コンサルティング及び飲

食業態開発（飲食新規事業）に関する事業を主たる事業として行っております。 

これまでＣＭＣは直営で運営する飲食店の業態開発に取り組んでおり、ＣＭＰはフランチャイズで運営するの

に適した飲食店の業態開発に取り組んでまいりました。 

 現在、ＳＮＳ等のネットメディアの普及により、消費者がチェーン店のブランド力に頼らなくとも飲食店の

評判や情報を手軽に入手できるようになっており、競合との差別化を打ち出し競争に勝ち残るために重要である

のは、消費者に支持される店舗価値を生み出す力であり、その中で最も重要であるのは商品開発力と業態開発力

であると考えております。 

この度、ＣＭＣ内の既存業態において、フランチャイズに類似した暖簾分け店主制度（社内独立制度）及び外

部企業向け暖簾分け制度を強化、推進し店舗数の拡大を行う可能性があることや、今後の継続的な事業成長のた

めに、直営方式、暖簾分け方式、コンサルティング、フランチャイズ方式などの店舗の運営形態（事業セグメン

ト）に捉われず、国内の飲食事業全体での新規の商品開発や業態開発を行う必要性があると考えていることから、

ＣＭＣ及びＣＭＰ両社が持つノウハウを融合させ、より効率的に事業を推進し、当社グループの更なる事業拡大

を図ることを目的としております。 

 

２.合併の要旨 

（１）合併の日程   

合併契約取締役会決議日（当社） 平成29年11月９日 

合併契約締結日  平成29年11月21日（予定） 

合併承認株主総会（ＣＭＣ・ＣＭＰ） 平成29年11月21日（予定） 

合併期日（効力発生日） 平成30年１月１日（予定） 

 

 

会 社 名 株 式 会 社 力 の 源 ホ ー ル デ ィ ン グ ス 

代表者名 代表取締役社長兼ＣＯＯ 清 宮  俊 之 

（コード番号：3561 東証マザーズ） 

問合せ先 常務取締役ＣＦＯ 粕 谷  進 一 

（ TEL. 092-762-4445） 



 

（２）合併の方式 

ＣＭＣを存続会社、ＣＭＰを消滅会社とする吸収合併方式で、ＣＭＰは効力発生日をもって解散いたします。 

 

（３）合併に係る割当の内容 

本合併は、当社 100％出資の連結子会社間の合併であるため、本合併による株式、金銭その他の財産の交付は

行いません。 

 

（４）消滅会社の新株予約権および新株予約権付社債に関する取扱い 

ＣＭＰは、新株予約権および新株予約権付社債を発行していないため、該当事項はありません。 

 

３．合併当事会社の概要（平成29年９月30日現在） 

 吸収合併存続会社 吸収合併消滅会社 

（１）商号 株式会社力の源カンパニー 株式会社力の源パートナーズ 

（２）所在地 福岡市中央区大名一丁目14番45号 東京都中央区銀座五丁目13番16号 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 清宮俊之 代表取締役社長 本田一成 

（４）事業内容 飲食店の経営等 飲食店の経営及びフランチャイズ、

経営に関するコンサルティング等 

（５）資本金 １億円 １億円 

（６）設立年月日 平成25年11月１日 平成26年１月16日 

（７）発行済株式数 23万株 5,799株 

（８）決算期 ３月31日 ３月31日 

（９）大株主および持株比率 当社100％ 当社100％ 

（10）直近事業年度の財政状態および経営成績 

決算期 平成29年３月期（個別） 平成29年３月期（個別） 

純資産 519百万円 30百万円 

総資産 5,618百万円 214百万円 

１株当たり純資産 2,259.16円 5,314.71円 

売上高 14,008百万円 248百万円 

営業利益 508百万円 △69百万円 

経常利益 496百万円 △72百万円 

当期純利益 202百万円 △105百万円 

１株当たり当期純利益 880.70円 △20,581.26円 

 

４．合併後の存続会社の状況  

本合併によるＣＭＣの商号、所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金及び決算期に変更はありません。 

 

５．業績に与える影響  

本合併は、当社の連結子会社間との合併であるため、当社連結業績への影響は軽微であります。 

 

 

以 上 


